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アリスイの土中での営巣記録

小杉和樹’

１．はじめに

アリスイ（J3ﾉ凡韮to7qu鯉α）の日本国内における営巣場所としては，樹洞，樹幹のさけめ，キツ

ツキ類の古巣，人口巣箱などが知られているが（清棲1978)，今回，土中での営巣を観察したので，

その記録を報告する．土中の営巣例は，わが国では比較的珍しいことと思われるが，ヨーロッパでは

壁や川岸などで普通に観察されており（Crampl985)，特異なものではないようである．

２．営巣地

営巣地は北海道利尻島北西部の海岸に面した，採土によってできた崖地であった．そこでは，ショ

ウドウツバメ（Rjp”jaFjparjα）が40巣程のコロニーを形成しており，アリスイの巣穴はその中に

あった（Fig.１)．崖地は，道路と近接し，営巣期間中多くはないが漁業関係者の往来があった．

３．繁殖，営巣活動の経過

営巣を最初に観察したのは，1989年７月15日であった．この時にはまだ給餌活動を行なっておらず，

抱卵期の後期であったと思われる．

７月21日から給餌活動を観察したが，実際には７月16日頃から始まったと推測される．餌はアリ

(種不明）の幼虫，成虫で，この日の観察時には１時間に６回給餌した．

７月24日からは，給餌が１時間に３回となり，巣穴の入口に行ってもすぐには入ろうとしなかった．

７月30日にはその傾向が一層強くなり，この日親鳥がふんを持って出るのを観察した．

８月５日に，ヒナが巣穴から顔を出すのを観察した．親からの給餌を持っているようで，巣内の壁

を舌でなめていた．親鳥が，遠くで鳴くだけで給餌しないでいると，ヒナは巣外に転落したが，羽ば

Fig.１．AnadultJy励尤Zor9皿"αsittingontheentranceofthenest．
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たきと脚で巣内に自力で戻った．ヒナは，すでに親鳥と同じ羽色になり，尾羽だけがまだ短かった．

その後，親鳥は少鉦の餌を与えたが，ヒナはしばらくは鳴き続けていた．このことから，巣立ちはこ

の日の朝からはじまり，このヒナが最後の１羽であったと思われる．しかし，日没までの観察中，こ

のヒナは巣立ちしなかった．翌８月６日の観察では，親鳥は観察されず，巣内にヒナもいなかったの

で巣立ちしたと思われる．

営巣した巣穴について，ヒナが巣立ちした時点で巣内を観察したが，入口が出入りで横径９ｃｍ，

縦径７ｃｍと大きくなったことを除けば，ショウドウツバメの巣穴と大きな変化はなく，アリスイは

ショウドウツバメが掘った穴をそのまま利用したと思われる．ただし，他の巣穴と比較した場合，奥

行きがそれぞれによって違うものの，その中でも70ｃｍと深いものを利用していた．また，この巣穴

近くにイタドリの地下茎が垂れ下がり，出入り時の止まり木として利用されていた．
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AnestingrecordoftheWryneckJ3ﾉmctorqui"αinclaycliff
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